
 カザフスタンは中央アジアの中心に位置しており、現在中国の習近平国家主席が推し進めている、「一帯一路
構想」の要衝と言えます。

 中国では沿岸都市部の生産コストが上昇しており、製造業の生産拠点は徐々にアジアの内陸部にシフトし
始めています。同国は、中国の一帯一路構想により、大きな恩恵を被る可能性があります。
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中国の一帯一路（シルクロード経済圏）構想による後押し

※ハーベスト グローバル インベストメント リミテッド提供の情報に基づき、ＳＢＩアセットマネジメントが作成

天然資源大国、中国 一帯一路構想により成長加速か

 カザフスタンは石炭、ウラン、原油等の天然資源が豊富なエネルギー純輸出国であり、
天然資源の埋蔵量では世界第6位の資源大国です。

 同国は中国、インド、ロシア、中東、ヨーロッパといった地域にほど近い場所に位置し、
エネルギー需要が高い各地域への輸出において、地理的な優位性を有しています。

 一帯一路構想とは、中国が新たな成長戦略として提唱している政策構想のことを指します。
海と陸の２つの経路で中国から東南アジア、中央アジア、インドやアフリカを経由しヨーロッパまでを結ぶ、
巨大な経済圏構想のことを言います。
「一帯」＝「海のシルクロード」：アジアやインド、アフリカを経由しヨーロッパを結んだ海上ルートを指します。
「一路」＝「陸のシルクロード」：中国から中央アジアを経由しヨーロッパまでを鉄道で繋ぐ陸上ルートを指します。

 2014年末、中国はこのシルクロード政策を実現させるため、インフラ整備や資源開発などに係る投資を行うための
基金、「シルクロード基金」を400億ドル出資して設立しました。さらに中国はインフラ投資等の資金提供を目的とした
国際金融機関、「アジアインフラ投資銀行（AIIB）」の設立を目指しており、今後中国の抱える巨額なマネーが
関係各国へ大きな経済的利益をもたらすものと見込まれます。

インフラ整備 資源輸出拡大 資本の流入増
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 カザフスタンのナザルバエフ大統領は、2014年6月に投資や税制に係る法律に署名し、2015年1月より
新投資法での運用が開始されています。

 改正された法律では、法人税や土地税の免除・人件費や設備投資への補助金支給、各種申請の簡素化等
が明記されており、外国資本の流入を狙った取組みが積極的に行われています。

 また、カザフスタンを含む中央アジアは一人当たりGDPの水準が高まっており、人々の消費増加が期待できます。
消費拡大期待の高まる中央アジア市場へは、中国電子商取引大手のアリババグループも進出しています。
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カザフスタン株式への投資：ハーベスト アジア フロンティア株式ファンド

ハーベスト アジア フロンティア株式ファンド 基準価額等の推移

（出所）ハーベスト グローバル インベストメント リミテッドのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成。
※データ期間 2011年10月28日（設定日）～2015年1月末
※上記は作成時点での過去の実績等を示したものであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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カザフスタンへの直接投資流入額
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カザフスタン 一人当たり名目GDP推移

(出所）UNCATDのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成

（億米ドル） （米ドル）

(出所）IMF「World Economic Outlook Database」のデータを
基にSBIアセットマネジメントが作成
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